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エキスパート教員試行認定について

平成２０年８月１９日
小 中 学 校 課

１目的
鳥取県の学力向上の課題に対応した教科指導等の充実を図るとともに、優れた教育
実践を行っている教員の高い指導技術を普及するために導入するエキスパート教員
認定制度の平成２１年度からの実施に向けて、必要な情報の収集及び検証を行うこ
とを目的とする。

＜エキスパート教員の役割［例］＞
・校内の教科指導等において、他の教員に対して専門的な指導、助言を行う。
・日々の授業を積極的に公開する。
・地域の学校の研究会等において助言を行う。
・指導主事と連携し、各教科等に関する教育課題解決のための教育研究を行う。

２ 選考委員会の開催
（１）日時 平成２０年７月２５日（金）午前１０時から正午まで
（２）会場 県立図書館 小研修室
（３）参加者 選考委員：１２名（１名欠席）

事務局 ： ３名

３ 選考結果
１５名の候補者の中から、１１名を認定。
（候補者の内訳：小学校５名、中学校３名、高等学校４名、特別支援学校３名）

〔小学校認定者〕４名
◆鳥取市立岩倉小学校 教諭 大石真理 （学級経営）
◆琴浦町立浦安小学校 教諭 山根三千代（算数）
◆境港市立余子小学校 教諭 坂井明美 （国語）
◆伯耆町立岸本小学校 教諭 神庭賢一 （理科）

〔中学校認定者〕３名
◆鳥取市立北中学校 教諭 伊藤浩三 （音楽）
◆倉吉市立河北中学校 教諭 小谷敏彦 （音楽）
◆境港市立第二中学校 教諭 中村将人 （保健体育）

〔高等学校認定者〕３名
◆鳥取東高等学校 教諭 福島卓也 （英語）
◆倉吉東高等学校 教諭 竹歳真一 （数学）
◆米子白鳳高等学校 教諭 藤原真二郎（国語）

〔特別支援学校認定者〕１名
◆皆生養護学校 教諭 岩田光冬 （自立活動）

４ 授与式及び全体説明会
・平成２０年８月７日（木）に授与式及び全体説明会を実施。

５ 今後の予定
・８月～９月上旬に、事務局の訪問により、公開授業の実施や研修会への参加等に
ついて、関係市町村教育委員会・学校長・エキスパート教員と協議。

・全国規模の研究会等への派遣。
・公開授業は、無理のない方法で実施。原則として在籍校での授業公開とする。
・エキスパート教員連絡協議会を２回実施し（９月・１月）、実施状況や成果等に

ついて情報交換及び協議を行う。



エキスパート教員認定制度の試行に係る実施要項

鳥取県教育委員会
１ 目 的

本試行は、鳥取県の学力向上の課題に対応した教科指導等の充実を図るとともに、
優れた教育実践を行っている教員の高い指導技術を普及するために導入するエキスパ
ート教員認定制度の平成２１年度からの実施に向けて、必要な情報の収集及び検証を
行うことを目的とする。

２ エキスパート教員の役割
エキスパート教員は、教科指導等の充実を図り、専門的な指導・助言を行う。

３ エキスパート教員認定の対象
（１）市町村（学校組合を含む。以下同じ。）立小中学校に勤務している教諭で、各教科、

道徳、総合的な学習の時間、特別活動の授業又は学級経営において、高い評価を得
ている者。

（２）県立学校に勤務している教諭で、各教科又は自立活動において、高い評価を得て
いる者。

（３）上記の（１）及び（２）のいずれにおいても再任用職員は除く。

４ 推薦手続き
（１）推薦の方法は次のとおりとする。

① 市町村立学校長は、本人に意思確認を行った上で、「エキスパート教員候補者推
薦書」（別紙様式１）により、市町村教育委員会教育長に推薦する。

市町村教育委員会教育長は、「エキスパート教員候補者推薦一覧表（市町村教育
委員会用）」（別紙様式２）により、各校長から推薦のあった候補者をとりまとめ、
教育局長に推薦する。

教育局長は、「エキスパート教員候補者推薦一覧表（教育局用）」（別紙様式３）
により、各市町村教育委員会教育長から推薦のあった候補者をとりまとめ、小中
学校課長に推薦する。

② 県立学校長は、本人に意思確認を行った上で、「エキスパート教員候補者推薦書」
（別紙様式１）により、高等学校課長又は特別支援教育室長に推薦する。

（２）推薦基準については、教育長が別に定める。

５ 認 定
（１）県教育委員会は、選考委員会を設置し、当該委員会における審査を経てエキスパ

ート教員を認定する。
（２）選考委員会の委員及び開催時期等については、教育長が別に定める。
（３）認定の期間は平成２１年３月３１日までとする。

６ その他
この要項に定めるもののほか、実施に関して必要な事項は教育長が別に定める。

附 則
この要項は、平成２０年３月１３日から施行する。



エキスパート教員候補者の推薦基準について

平成２０年３月１３日

鳥 取 県 教 育 委 員 会

エキスパート教員の推薦にあたっては、次に示す観点及び具体的な評価の視点に基づ

いて、総合的に判断し、適切な者を推薦するものとする。

１ 観 点

（１）高い専門性及び指導力を有している。

（２）自らの実践や技術を他の教員にも広め、共有しようとする積極性を有している。

（３）児童生徒、保護者及び他の教職員から高い信頼を得ている。

２ 具体的な評価の視点

（１）「高い専門性及び指導力を有している」に関する視点

① 各教科、自立活動、道徳、総合的な学習の時間及び特別活動の場合

教職員評価・育成制度における評価・育成表の学習指導に関する項目を構成す

る３つの小項目（意欲・能力・実績）において、第１次評価点及び第２次評価点

ともに２項目以上で「４」以上の評価を得ていること。

② 学級経営の場合

教職員評価・育成制度における評価・育成表の生徒指導（学級経営）に関する

項目を構成する３つの小項目（意欲・能力・実績）において、第１次評価点及び

第２次評価点ともに２項目以上で「４」以上の評価を得ていること。

（２）「自らの実践や技術を他の教員にも広め、共有しようとする積極性を有している」

に関する視点

① 他の教員の授業力等の専門性の向上のために、適切なアドバイスを行っている。

② 研究授業を積極的に実施するなど、実践を広く公開し、他者からの評価を進ん

で受けている。

③ 教育研究に関して、積極的に自己啓発や研修を行っている。

（３）「児童生徒、保護者及び他の教職員から高い信頼を得ている」に関する視点

① 授業実践等について、児童生徒からも高い評価を受けており、保護者からも厚

い信頼を得ている。

② 組織の業務に積極的に参画するとともに、授業実践等について他の教職員から

高い評価を受けている。

③ 教育者としてのみならず、社会人としても優れた見識を有している。
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エキスパート教員認定制度の試行に係る選考委員会参加者

１ 委員

№ 職名 氏名

１ 教育次長 後藤 裕明

２ 次長 福本 慎一

３ 小中学校課長 白井 靖二

４ 特別支援教育課長 松本 剛一

５ 参事監兼高等学校課長 山口 和彦

６ 岩美町立岩美北小学校長 日下部 衆理

７ 鳥取市立南中学校長 小山 敏夫

８ 県立鳥取西高等学校長 原田 純一

９ 鳥取市教育委員会 学校教育課長 橋本 佳忠

１０ 三朝町教育委員会 教育長 徳田 洋輔

１１ 鳥取県高等学校ＰＴＡ連合会 代表 岡田 信俊

１２ 鳥取県ＰＴＡ協議会 副会長 高松 彰 （欠席）

１３ 鳥取大学地域学部 教授 油野 利博

２ 事務局

所属 職名 氏名

小中学校課 義務教育主査 福田 浩則

小中学校課 指導主事 秋田 易子

高等学校課 指導係長 永野 智之


